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の農産物や食品を供給するための生産・流通要素技術と -H体系についての研究開発を行

うことはもとより，今後の支部の方向性や在り方を，シンクタンクとなる!昨引会や支部長自

らが主体となり運営する小委員会を設置し，議論して行ければと考えています.

また，一方では，これまで採用されてきた委員会制度を踏襲 し，企副委 U会.会員拡大委

員会，人材育成委員会，国際交流委員会を設置することで，支部j 活吊引，性|活舌肋の j

いと考えています.具体的には，企画委員会では，公開シンポジウムでは支部の活動を会員

内外に公表し，支部のポテンシヤノレを示していきたいと思います.会員拡大委員会では従来

の農業機械系の会員に加え， ITや食品系の分野にも会員であることのメリットを IJ)'J同一に示

すことで組織の充実を目指したいと考えています.人材育成員会では，学生の 1-==1山な発想と

創造力を競うアイデアコンテストを開催し， これがあったらいいなというドラえもんの道

具を科学するような斬新なアイデアを若い世代を中心に発想頂くことも引き続き継続して

いくことが大切かと思います.また，定評のあ る卒論生強化合宿を継続するとともに，国際

交流委員会と連携して留学生を対象としたサービスや大学院生の国際交流イベントの開催

についても検討していければと考えています.国外に会員の分母を拡げることは，新たな留

学生の呼び水となりますし，本部に先行した海外学術交流拠点作りに役立ちます.将来的に

は帰国留学生を主体とする国際共同イベントも企画しやすくなりますし，海外進出を目指

す関連企業へのサービスにもつながります.我が国の若年人口が減る中において，国際化は

不可欠な重点ポイントです.その他，支部会員で取り組むプロジェクト研究等についても支

援ができればと考えています.現在でも産官学の連携で大型の外部資金を獲得されている

会員の方が多数いらっしゃいますので，これらの方々のご経験を支部のボトムアップのた

めにご還元いただければと願います.加えて，来年度の支部創立 70周年記念に向けた事業

計画も同時に進行して行きたいと考えております.

委員会の設置や検討事項等，必要に応じてスピーディに対応し，支部が発展するための最

大限の可能性を想定した上で将来を探り， これを実現するために皆様にご相談することも

多々あろうかと思いますが，是非，ご協力願います.

最後になりましたが，幹事の皆様や常任幹事の平井康丸先生，光岡宗司先生，田中良奈先

生らと協力して支部の発展に尽力して参りますので，よろしくお願いいたします.

田中良奈会計幹事 田中史彦支部長平井康丸庶務幹事光岡宗司編集幹事


